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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

ENA CITY 
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今月の
ベストショット
頭から足の先まで全身泥だらけ
７月１２日、明知鉄道花白温泉駅（山

岡町）近くの田んぼで「どろんこサッ

カーｉｎ山岡」が開催されました。６

回目となることしは、愛知県からを含

む５チームが出場。水を張った田んぼ

の中で泥しぶきを撒き散らしながら、

思い切りボールを追い掛けていまし

た。試合後、出場者らは泥だらけになっ

た顔や体を水で洗い流しました。
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土砂災害から命を守る



土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る

　

恵
那
市
は
の
ど
か
な
里
山
が
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
長
雨
や
局
地
的
な
豪
雨

に
よ
っ
て
、
の
ど
か
な
山
や
川
は
一
変
し
、
時
に
は
人
命
を
も
脅
か
す
災
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
南
木
曽
町
や
広
島
市
で
の
土
砂
災
害
。
あ
の
よ

う
な
土
砂
災
害
か
ら
私
た
ち
は
何
を
学
び
、
ど
う
身
を
守
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

□
問
い
合
わ
せ
　
防
災
情
報
課
志
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

　
土
砂
災
害
の
実
態
を
知
る

　
地
震
や
洪
水
、
竜
巻
、
火
山
噴
火
な
ど
災

害
を
引
き
起
こ
す
現
象
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
自
然
災
害
に
よ
る
死
者
・
行
方
不

明
者
の
う
ち
、
４１
㌫
を
占
め
る
の
が
土
砂
災

害
で
す
。
平
成
２６
年
の
１
年
間
に
全
国
で

１
１
８
４
件
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
８１
人

も
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
崖
崩
れ
や
土
石
流
、地
滑
り
な
ど
に
よ
り
、

す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を
持
つ
土
砂
が
、
一
瞬

に
し
て
多
く
の
人
命
や
住
宅
な
ど
の
財
産
を

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
傾
斜
が
急
な
山
が
多

い
本
市
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
や
周
辺
の

　
危
険
箇
所
を
知
る

　
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
普
段

か
ら
周
り
の
危
険
な
箇
所
を
調
べ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
宅
や
学
校
、職
場
周
辺
、

通
学
路
や
通
勤
路
な
ど
、
ど
こ
が
危
険
な
の

か
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
安
全
な
避
難
に
役
立
ち
ま
す
。
県
は
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
き
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」
と
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
を
指

定
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は

　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
住
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が
生

ず
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
。
通

称
「
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

危険箇所を知る方法

●わが家の防災マニュアル
　地震や風水害から身を守るための情報が詰まった「わが家の
防災マニュアル」を本年２月に新たに作製し、本紙４月１５日
号と一緒に全世帯へ配布しました。表面には風水害対策や地震
対策、非常持ち出し品と備蓄品などの情報が掲載されており、
裏面は防災マップとして、土砂災害警戒区域などの危険箇所の
他、避難所や病院・ヘリポートの位置などが地図に示されてい
ます。
●土砂災害ハザードマップ
　土砂災害警戒区域（イエローゾーン）や土砂災害特別警戒区
域（レッドゾーン）がある自治会を対象に、航空写真と地形図
で危険箇所が地図に示されています。また裏面には土砂災害の
種類、避難方法、持ち出し品のチェックリストが掲載されてい
ます。本年 1月までに市内全ての
箇所のハザードマップを整備しま
した。
※わが家の防災マニュアルと土砂

災害ハザードマップは市ウェブサ

イトからも入手できます

http://www.city.ena.lg.jp

わが家の防災マニュアルと土砂災害

ハザードマップは岐阜県の補助を受けて作成しました

崖崩れ土石流地滑り
雨や雪解け水、地震などの影響
で急激に斜面が崩れ落ちる現象

山や川の石、土砂が大雨などで
水と一緒になって激しく下流に
流れる現象

雨や雪解け水が地下に染み込み、
断続的に斜面が滑り出す現象
（時間が経過してから発生する場合があります）

【前触れ】

❶崖から小石がパラパラ落ちて
くる。
❷樹木が揺れたり傾いたりす
る。
❸斜面から水が湧き出る。
❹斜面にひび割れができる。

❶川や沢の中でゴロゴロ音がし
たり、火花が見えたりする。
❷川や沢の水が濁り、山の木が
流れてくる。
❸山鳴りや地鳴りがしたり、草
木が腐ったような異常な臭いが
したりする。
❹川や沢の水が急に減る（上流
が土砂でせき止められる）。

❶池の水が濁ったり減ったりす
る。
❷山の樹木がざわざわと騒ぐ。
木の裂ける音や木の根が切れる
音がする。
❸山鳴りや地鳴りがする。
❹湧き水が増える。
❺地面にひび割れができる。

【前触れ】【前触れ】

知
る

□人命を奪う土砂災害

土砂災害
４１％

その他自然
災害５９％

自然災害による死者、行方不明者のうち、
土砂災害に占める割合が高い（阪神・淡路
大震災と東日本大震災における死者、行方不明

者を除く）

▲恵南豪雨災害の爪痕＝平成１２年９月、上矢作町本郷の弁天橋近く

（昭和４２年～平成２３年）
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土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
は

　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
住
民
の
生
命
ま

た
は
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
ず
る
恐
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
。
通
称
「
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
土
砂
災
害
は
、
警
戒
区
域
や
特
別

警
戒
区
域
以
外
で
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
避
難
所
を
知
る

　
従
来
の
避
難
行
動
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の

発
令
時
に
、
近
く
の
指
定
避
難
所
へ
の
避
難

が
一
般
的
で
し
た
。「
と
に
か
く
災
害
が
起

こ
っ
た
ら
こ
こ
に
避
難
す
る
」
と
い
う
よ
う

に
決
め
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
正
し
く
避
難
を
し
た
は
ず
が
、
災

害
に
よ
っ
て
は
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
近
く
に
あ

る
避
難
所
が
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域

の
中
に
あ
る
場
合
、
そ
の
避
難
所
に
移
動
し

て
し
ま
う
こ
と
は
、
土
砂
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
近
く
に
あ
る
避
難
所
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
加
え
て
そ

の
避
難
所
が
ど
の
種
類
の
避
難
所
な
の
か
、

ど
の
災
害
時
に
避
難
で
き
る
の
か
、
逆
に
ど

の
災
害
時
に
は
避
難
し
て
は
い
け
な
い
の

か
、
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
避
難

所
の
一
覧
や
区
分
に
つ
い
て
は
、
わ
が
家
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

　
行
動
を
知
る

　
上
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
土
砂
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
警
戒
区
域
か
ら
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
気
象
庁
や
市
か
ら

出
さ
れ
る
気
象
情
報
や
避
難
情
報
の
状
況
に

よ
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
応
じ
た
避
難
行

動
が
必
要
な
こ
と
を
表
し
た
図
で
す
。

❶
明
る
い
う
ち
の
早
め
の
避
難

　
台
風
の
接
近
や
通
過
の
場
合
で
、
あ
ら
か

じ
め
大
雨
の
時
間
帯
が
予
測
で
き
、
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
危
険
が
夜
中
か
ら
明
け
方
に

予
測
さ
れ
る
場
合
、
大
雨
注
意
報
の
段
階
で

も
市
が
開
設
す
る
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ら
夜

中
の
危
険
を
伴
う
避
難
を
避
け
、
安
全
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
が
発
表

　
被
害
が
発
生
す
る
危
険
が
低
い
段
階
で

す
。
少
し
遠
く
て
も
最
寄
り
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
自
動
車
で
避

難
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
特
に
近
所
の
一

時
避
難
場
所
が
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区

域
に
あ
る
場
合
、
こ
の
時
点
で
避
難
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

❸
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

　
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
で
は
、
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

区
域
か
ら
退
避
し
、
近
所
の
安
全
な
一
時
避

難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
途
中
、

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
を
通
過
す
る

こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
区
域
を
避
け
た
経

路
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
大
雨
特
別
警
報
が
発
表

　
外
出
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
自
宅
内
で

少
し
で
も
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

２
階
以
上
で
山
側
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
に

と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
段
階
の
自
宅

内
に
と
ど
ま
る
と
い
う
選
択
は
、
避
難
行
動

の
一
つ
で
す
。

市
か
ら
も
避
難
情
報

　
災
害
に
よ
る
危
険
が
迫
っ
た
場
合
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
か

ら
「
避
難
準
備
情
報
」
や
「
避
難
勧
告
」、「
避

難
指
示
」が
発
令
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
と
市
か
ら
の
避

難
情
報
の
関
係
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

発
令
は
防
災
行
政
無
線
や
音
声
告
知
器
、
安

心
安
全
メ
ー
ル
、
広
報
車
な
ど
の
方
法
で
周

知
を
図
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
か
ら
の
情
報
を
待
っ
て
い
る

　土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域に
お住まいの方が、土砂災害の発生が迫る状況で、
いつ、どの経路で、どこに避難するかを考え、
早く正しい避難行動につなげていただくため、
本年３月から７月にかけて各地域で自主防災組
織や自治会長、防災リーダーなどの方々にお集
まりいただき、図上訓練を実施しました。
　訓練では避難情報が段階的に出された場合を
想定し、どのタイミングで、どこに、どの道を
通って避難するかを考えていただき、経路をハ
ザードマップ上に記載していただきます。この
マップを「逃げ時マップ」と呼んでいます。
　逃げ時マップは、８月３０日㈰の防災訓練で地
域の皆さんに経路を確認していただき、周知を
図ります。
※警戒区域に該当しない自治会は、逃げ時マッ
プの作成と確認はありません

□避難に関する情報（土砂災害から身を守る避難行動）

大 雨 警 報

（土砂災害）

避難準備情報

被害の発生する可能性が高い状況
＜発令されたら＞
・土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域内にお住
まいの方は、安全な最寄りの指定緊急避難場所へ避難
してください。

土砂災害警戒情報

避難勧告

被害の発生する可能性が明らかに高まった場合
＜発令されたら＞
・土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域内にお住
まいの方は、近所の安全な一時避難場所などへ避難し
てください。
・避難中に土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域
を通過することは危険ですので、避けてください。

大 雨 特 別 警 報

避難指示

被害の危険が押し迫った状況
＜発令されたら＞
・この段階で避難していない方は、外にでることは危
険です。少しでも身の危険を減らすため、自宅内の２
階以上の部屋や山側から離れた部屋に移動し、とど
まってください。

□避難所の種類

指定緊急避難場所
　災害が発生し、または発生する恐れがある場合にそ
の危険から逃れるための避難場所。土砂災害や地震な
どの現象の種類ごとに市が指定。

指 定 避 難 所
　災害の危険性があり避難した住民や、災害により家
に戻れなくなった住民を滞在させるための施設。指定
緊急避難場所と指定避難所を兼ねることができる。

一 時 避 難 場 所 　自主防災組織や自治会などの地域の組織ごとに一時
的に集合して待機する場所。

▲飯地町㊤と上矢作町㊦の逃げ時マップ作成の様子

ハザードマップを活用し「逃げ時マップ」を作成 命を守る避難行動のタイミング（土砂災害）
ハザードマップで、レッド、イエローゾーン内にお住まいの皆さん

（大雨注意報）
台風の接近など前日
の明るいうちの避難

大雨警報
（土砂災害）

土砂災害

警戒情報

大雨

特別警報

避
難
準
備
情
報

避
難
勧
告

避
難
指
示

避難しない

避難しない

避難しない

避難しない

市が開設する指定
緊急避難場所など

避難する

避難する

避難する

土
砂

水平避難

イエロー、レッドゾーン

水平避難

垂直避難

自宅住居など
安全な場所、２階など

近所の安全な
一時避難場所など

安全な最寄りの
指定緊急避難場所

小
雨

雨
量
の
状
況

大
雨

被災リスク大 小

①

②

③

④

土砂災害から命を守る

自主避難

安
全
な
避
難

避
難
し
な
い

安
全
を
考
え
た
避
難
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地
区
防
災
計
画
と
は

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
と
大
規
模
で
広

域
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
対
策
が
う
ま
く

働
か
な
い
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
平
成
２５
年
の
災
害

対
策
基
本
法
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
共

助
に
よ
る
防
災
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
地
区
防
災
計
画
は
地
区
内
で
自
発
的
に
行

わ
れ
る
防
災
活
動
に
関
す
る
計
画
で
、
住
民

の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
の
計
画
で
あ
り
、
対
象
の
区
域
や
計
画
の

内
容
は
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
自
由
に
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（訓練想定）８月３０日午前８時００分、日曜日の朝食時に紀伊半

島沖を震源とする南海トラフ地震が発生。市内で最大震度６弱の

揺れを観測した。家屋の倒壊、崖崩れ、火災が各所で発生し死者・

行方不明者が多数出ている模様。道路は各所で通行不能となり電

気・電話・水道などのライフラインも寸断されている。市は全域

に「避難指示」を発令した。

※防災行政無線と各家庭の音声告知器で、地震発生のサイレンを

鳴らしてお知らせします

　災害時の状況をイメージしてください。まず身を守る行動を取

り、地域で決められた地震発生時の避難先へ避難を開始してくだ

さい。訓練は防災活動の第一歩です。皆さん、各地域で行われる

防災訓練に参加しましょう。

　
自
分
で
、
家
族
で
備
え
る

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組

む
「
自
助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士

が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む
「
共
助
」、
国
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
「
公
助
」

が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
重
要

度
を
割
合
で
表
す
と
、
自
助
７
、
共
助
２
、

公
助
１
と
言
わ
れ
、
基
本
と
な
る
の
は
「
自

助
」な
の
で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

ま
ず
自
分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。

「
自
助
」
に
取
り
組
む
た
め
に

❶
災
害
に
備
え
、
家
の
安
全
対
策
を
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

❷
家
の
外
で
災
害
に
遭
遇
し
た
と
き
の
、
身

の
守
り
方
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

市
内
１３
地
域
自
治
区
ご
と
に
作
成

　
市
で
は
、
地
域
の
自
発
的
な
活
動
に
よ
り

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
、
本
年
度

か
ら
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
自

治
区
単
位
で
の
策
定
を
促
し
、
そ
の
後
、
自

治
会
単
位
な
ど
で
の
策
定
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
う
考
え
方
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

活
動
を
実
践
し
、
継
続
す
る
こ
と
が
重
要

　
計
画
と
し
て
定
め
る
だ
け
で
は
、
防
災
力

は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
計
画
は
「
わ
が
こ

と
の
計
画
」
と
し
て
「
い
つ
ま
で
に
、誰
が
、

ど
の
よ
う
に
」
実
施
す
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
積
み
重
ね

て
、
見
直
し
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

す
。

❸
生
き
延
び
て
い
く
た
め
に
は
、
水
や
食
料

な
ど
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

す
。

❹
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
場
所
に
い
る
と

き
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
お
互
い
の

安
否
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
安

否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
大
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
消
防
署
や
警
察
署
な
ど
の
行
政

機
関
は
直
ち
に
救
護
や
救
援
活
動
を
始
め
ま

す
が
、
建
物
の
倒
壊
や
道
路
の
不
通
、
ま
た

通
信
の
不
通
、
火
災
の
同
時
発
生
な
ど
に
よ

り
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

地
区
防
災
計
画
作
成
を
進
め
て
い
ま
す

６月１８日、市役所で行われた地区防災計画策定説
明会。日本の地区防災計画の第一人者、室﨑益輝
教授が講演（写真上）
地域自治区や自主防災組織の代表ら約１００人が参
加した（写真下）

防災訓練
「みんなの力で地域防災力を高めよう！」

８月３０日㈰

備
え
る

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
公
的
な
救
護
や
救
援

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

で
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う
「
共
助
」
が
必

要
で
す
。

自
主
防
災
隊
の
活
動

　
地
域
で
危
険
を
回
避
し
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
よ
う
に
統
制
を
取
り
な
が
ら

活
動
す
る
組
織
が
自
主
防
災
隊
で
す
。
自
主

防
災
隊
の
役
割
に
は
、情
報
の
収
集
や
伝
達
、

広
報
、
救
出
や
救
護
、
避
難
誘
導
な
ど
多
く

の
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
は
、
ど
の
役
割
も
で
き
る
よ
う
に
平
時

か
ら
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
加
え
て
防
災
活
動
に
時

間
を
増
や
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
参
加
し
て
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
や
、
行
事
の
時
を
捉
え
て
防

災
用
品
の
点
検
や
、
炊
き
出
し
演
習
を
行
う

な
ど
、工
夫
し
て
活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
市
で
は
平
成
２２
年
度
か
ら
市
防
災
研
究
会

と
協
働
で
地
域
防
災
を
担
う
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
た
め
の
「
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
防
災
全
般

の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、

防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
単
位
自
治
会
に
１
人
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
設
置
を
目
標
に
し
て
お
り
、
平
時
の
際
に

は
地
域
の
防
災
訓
練
や
研
修
な
ど
の
機
会

で
、
非
常
時
に
は
救
援
救
護
や
避
難
所
運
営

な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
、
市
外
在
住
の
方
も
含
め
２
１
０
人

の
で
は
な
く
、
避
難
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

基
に
、
自
主
的
な
避
難
行
動
を
心
掛
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
全
域
と
地
域
を
限
定
し
て
発
令
す
る
場
合

　
地
震
や
台
風
に
よ
る
広
範
囲
な
大
雨
な
ど

市
全
域
に
被
害
が
及
ぶ
場
合
は
、
市
全
域
に

避
難
情
報
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
局
地
的
な
集

中
豪
雨
な
ど
被
害
が
部
分
的
に
発
生
す
る
場

合
は
、
避
難
が
必
要
な
区
域
に
避
難
情
報
が

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、「
○
○
地
区
（
複

数
に
ま
た
が
る
場
合
も
あ
る
）
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
す
」
と
い
っ
た
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
各
地
域
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
１１
月
か
ら
防
災
ア
カ
デ

ミ
ー
を
開
催
す
る
よ
う
計
画
中
で
す
。
日
程

や
内
容
は
、決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
避
難

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

　
早
め
の
自
主
避
難
で
安
全
な
指
定
緊

急
避
難
場
所
に
着
い
た
。
で
も
鍵
が
か

か
っ
て
い
て
中
へ
入
れ
な
い
。

➡
鍵
を
開
け
る
対
応
が
後
に
回
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
危
険
な
警
戒
区
域
か

ら
退
避
し
た
こ
と
が
重
要
で
す
。
引
き

返
す
こ
と
な
く
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

の
で
、
近
所
の
安
全
な
一
時
避
難
場
所

へ
避
難
し
待
機
し
た
。
こ
の
先
、
さ
ら

に
雨
が
強
ま
る
よ
う
な
ら
、
建
物
が
大

き
く
て
広
い
指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
避

難
し
た
方
が
良
い
の
か
。

➡
一
時
避
難
場
所
は
「
一
次
」
避
難
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
避
難
場

所
へ
避
難
で
き
た
ら
、
状
況
が
収
束
す

る
ま
で
（
例
え
ば
大
雨
警
報
が
解
除
さ

れ
る
な
ど
）
そ
の
場
所
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▲長島町㊤と明智町㊦の昨年の防災
訓練の一場面

土砂災害から命を守る
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コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
質
問

に
答
え
ま
す
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期
待
さ
れ
る
効
果

❶
添
付
が
必
要
な
書
類
の
削
減
な

ど
、
行
政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

❷
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

り
、
給
付
や
支
援
の
公
平
・
公
正

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

❸
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の

分
野
で
情
報
連
携
が
円
滑
化
さ
れ

ま
す
。

　月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
通
知

住
民
票
の
住
所
へ
送
付

　
こ
と
し
１０
月
か
ら
、
市
内
に
住

民
票
を
有
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
通
知
カ
ー
ド
を
順
次
お
届
け
し

ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
、
原
則
、
住
民

票
の
住
所
に
届
き
ま
す
。
通
知
を

確
実
に
受
け
取
っ
て
も
ら
う
た

め
、
現
在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住

民
票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
、
住

民
票
の
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
中
長

期
在
留
者
や
特
別
永
住
者
な
ど
の

外
国
人
の
方
に
も
通
知
さ
れ
ま

す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
大
切
に
保
管
を

　
通
知
カ
ー
ド
は
、
紙
製
の
カ
ー

ド
に
な
る
予
定
で
す
。券
面
に
は
、

氏
名
や
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
一
生
使
う

も
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
第

三
者
に
漏
え
い
し
て
、
不
正
に
使

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除

き
、番
号
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
大
切
に
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
上
の
注
意

●
送
ら
れ
て
き
た「
通
知
カ
ー
ド
」

は
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
な
ど
で
手
続
き
に

使
用
す
る
以
外
、
む
や
み
に
他
人

に
教
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正

に
入
手
し
た
り
、
正
当
な
理
由
な

く
他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
通
知
カ
ー
ド
は
全
て
の
方
に
送

ら
れ
ま
す
が
、
顔
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
人
確
認
の
と

き
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
は
別
に
顔

写
真
が
入
っ
た
証
明
書
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
生
活
を
支
え
る
社
会
的
基
盤
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。こ
と
し
１０
月
か
ら
、市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、順
次
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）
の
通
知
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
総
合
政
策
課
（
内
線
３
２
６
）、
市
民
課
（
内
線
１
４
８
）

希
望
者
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
交
付

　
希
望
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
り

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
ま

す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真

付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
表
面
に

氏
名
や
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、

有
効
期
間
、
本
人
の
顔
写
真
が
表

示
さ
れ
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
他
、
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
な

ど
の
電
子
申
請
な
ど
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

書
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送

付
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
時

点
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

が
で
き
、
来
年
１
月
以
降
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。
初
回
の
発
行
手
数

料
は
無
料
で
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
は
、
本
紙
で
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　複数の機関がそれぞれで管理している個人情報を、一人ず
つ通知される１２桁の番号（マイナンバー）で関連付け、行
政の事務を効率化。市民の皆さんの利便性を高めることで、
公平で公正な社会を実現することを目的とする制度です。
　マイナンバーは、住民票を有する全ての人に対して、一人
に一つ付番され（重複はありません）、原則として、一度指
定された番号は生涯同じ
です。
　マイナンバーは、国の
行政機関や地方公共団体
などで、社会保障、税、
災害対策の分野で利用さ
れることになります。

　やむを得ない理由により、住所地で通知
カードを受け取ることができない方は、居
所情報の登録申請をすることにより、現在
お住まいの場所（居所）に通知カードを送
付することができます。
□対象　❶医療機関や施設などへの長期入
院や入所が見込まれる方で、住所地に誰も
居住していない方❷ＤＶ（ドメスティック
バイオレンス）、ストーカー行為、児童虐
待などの被害者で、住所地以外の場所へ移
動している方❸東日本大震災により被災
し、住所地以外の場所へ避難している方❹
「❶から❸」以外の方で、やむを得ない理
由により住所地で通知カードの送付を受け
ることができない方
□申請方法　「通知カードの送付先に係る
居所登録申請書」に記入の上、必要書類を
添付して、住民票のある市町村窓口へ直接
提出するか郵送してください。申請書は、
市民課や各振興事務所、警察署や保健所な
どの相談機関などで入手できます。詳しく
は、申請書をご覧ください。
□申請期間　９月１日㈫～３０日㈬（必着）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と

の
重
複
所
持
は
不
可
　
　

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
平

成
２７
年
１２
月
２８
日
で
発
行
と
交
付

が
終
了
し
ま
す
。

　
平
成
２７
年
１２
月
ま
で
に
交
付
さ

れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限
ま
で
有
効
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
同
時
に
持
つ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
廃
止
と
な
り
回
収
し
ま

す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
予
定
）

平
成
２７
年
１０
月
～

◇
住
民
票
の
住
所
へ
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
付

平
成
２８
年
１
月
～

◇
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の

手
続
き
で
、
国
や
都
道
府
県
、
市

町
村
へ
提
出
す
る
書
類
の
一
部
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と

な
る

◇
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
希
望

者
へ
交
付

通知カードを住所地以外
で受け取りたい方

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
よ

く
あ
る
質
問
や
最
新
情
報

は
、
内
閣
官
房
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番

号
）
制
度
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w
.cas.

g
o
.jp
/jp
/seisa

k
u
/

bangoseido/

）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

不
明
な
点
が
あ
る
方
や
、
さ

ら
に
詳
し
い
情
報
を
知
り
た

い
方
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
平

日
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

半
、
通
話
料
が
必
要
）
志

０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７

８
（
外
国
語
は
０
５
７
０
―

２
０
―
０
２
９
１
）

平
成
２９
年
１
月
～

◇
国
の
機
関
の
間
で
情
報
連
携
が

開
始

平
成
２９
年
７
月
～

◇
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
情
報
連

携
が
開
始

問　：問い合わせ　

始
ま
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
。

マイナンバー制度とは
問

▲通知カードのイメージ

一人一つ
ずつ番号を
もらうよ

▶公式キャラクター
「マイナちゃん」

▲個人番号カード（表面）のイメージ

▲個人番号カード（裏面）のイメージ

１０

問



申問　：問い合わせ　　：申し込み　

　
市
立
恵
那
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み

で
は
月
に
１
回
、
地
域
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
交
流
と
情
報
発
信
の

場
と
し
て
職
員
が
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
講
習
を
行
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
や
血
圧
の
こ
と
な
ど

日
頃
注
意
す
る
点
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　
初
回
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
で
で

き
る
転
倒
予
防
」
で
す
。
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２９
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
講
師
　
理
学
療
法
士

□
料
金
　
無
料

　
深
刻
な
医
師
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
将
来
医
師
と
し
て
、
東
濃

５
市
の
指
定
医
療
機
関
で
地
域
医

療
に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る
方

に
、
修
学
上
必
要
な
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
２７
年
４
月
１
日
時

点
で
、
医
学
部
学
生
か
医
学
部
大

学
院
生
、
医
師
で
臨
床
研
修
や
専

門
研
修
を
受
け
て
い
る
方

□
定
員
　
４
人
程
度

□
貸
付
金
額
　
▽
修
学
か
研
修

期
間
中
＝
月
額
２０
万
円
（
年
額

２
４
０
万
円
）　
▽
大
学
入
学
時

＝
６０
万
円
（
１
回
限
り
）

※
本
年
度
分
は
、
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
１
年
分
を
貸
し
付
け

□
貸
付
期
間
　
▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
６
年
間

を
限
度
）　
▽
大
学
院
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
４
年
間

を
限
度
）　
▽
研
修
資
金
＝
５
年

間
を
限
度

□
受
付
期
間
　
８
月
１４
日
㈮
～
９

月
２５
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
東
濃

西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
郵
送

か
持
参
す
る

□
選
考
　
書
類
審
査
と
面
接

□
返
還
免
除
　
東
濃
地
域
の
指
定

医
療
機
関
で
一
定
期
間
勤
務
し
た

場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免
除
し

ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
丁
目
６
８
―

１
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

総
務
企
画
課
（
東
濃
西
部
総
合

庁
舎
内
）
志
０
５
７
２
―
２
３
―

１
１
１
１（
内
線
４
８
９
）

　
　
病
院
管
理
課
（
内
線
２
７
３
）

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
。
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期

大
学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学

中
か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の

年
齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許

取
得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市

内
の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
２
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る

□
受
け
付
け
　
随
時

□
選
考
　
書
類
審
査
と
面
接

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
、

対
象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免

除
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
病
院
管
理
課
（
内

線
２
７
５
）

　
９
月
４
日
㈮
か
ら
６
日
㈰
ま

で
、
市
市
民
会
館
で
行
う
恵
那
発

明
く
ふ
う
展
に
出
展
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
思
い
付
い

た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
発
明

を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
部
門
　
一
般
の
部
、
児
童
生
徒

の
部
、
児
童
生
徒
の
絵
画
の
部
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
部

□
申
し
込
み
方
法
　
▽
一
般
の
部

＝
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
む
　
▽
児
童
生
徒
＝
学
校

を
通
じ
て
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３

９
２
）

　
県
発
明
協
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
発
明
に
興
味
の
あ
る
方
、
発
明

を
し
て
み
た
い
方
は
、
気
軽
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
商
工
観
光
課（
内
線
３
９
２
）

　
９
月
４
日
㈮
か
ら
６
日
㈰
に
開

催
す
る
木
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
市
内
に
在
住
か
在
学
、

在
勤
の
方

□
部
門
　
▽
木
工
作
品
（
小
学
生

の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
）

＝
作
品
は
一
辺
が
１
８
０
㌢
以
内

▽
木
材
利
用
ア
イ
デ
ア
部
門
＝
木

材
の
新
た
な
利
用
方
法
を
、
８
０

０
字
程
度
の
文
章
や
、
最
大
Ａ
３

判
ま
で
の
絵
で
表
現

□
賞
　
各
部
門
に
賞
を
用
意

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
作
品
名
❷

住
所
❸
氏
名
❹
年
齢
❺
電
話
番
号

―
を
記
入
の
上
、
応
募
用
紙
か
電

子
メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し
込
む

※
応
募
用
紙
は
農
林
課
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.cit
y.ena.lg.jp/

）
で
入
手
で
き
ま

す□
締
め
切
り
　
８
月
２８
日
㈮

　
　
　
　農
林
課（
内
線
３
７
１
）、

死ringyoushinkou@
city.

ena.lg.jp

□
職
種
（
人
数
）　
▽
嘱
託
職
員

＝
道
路
な
ど
の
保
守
業
務（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
定
に
よ
る

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

取
得
者
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
）

□
採
用
予
定
日
　
９
月
２８
日
㈪

（
雇
用
の
上
限
は
６５
歳
の
誕
生
月

ま
で
）

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
２１
日
㈮
必
着

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

渓
けい

斎
さい

英
えい

泉
せん

（当館蔵）

《木曽海道六拾九次之内》
「岐

き

阻
そ

路
じ

ノ
の

駅
えき

　河
ごう

渡
ど

 長
なが

柄
ら

川
がわ

鵜
う

飼
かい

船
ぶね

」

特別展観
「木曽海道六拾九次之内」

８/２７㈭～９/２７㈰

　中山道広重美術館が世界に誇る「木曽海道六拾
九次之内」全７１図を一堂に展観する、年に一度の
機会です。

９月６日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料
です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてくだ
さい )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
恵
み
志
思

２
５
―
５
３
３
６
（
平
日
、
第
３

土
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
）

　
生
ご
み
は
、
よ
く
水
を
切
っ
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
水
分
を

多
く
含
む
ご
み
は
、
処
理
に
大
量

の
燃
料
を
必
要
と
し
ま
す
。
経
費

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
増
加
の
要
因
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
悪
臭
や
カ
ラ
ス

な
ど
に
荒
ら
さ
れ
る
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
底
に
水
分
が
た
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
と
収
集
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

□
家
庭
で
で
き
る
対
策
　
❶
野
菜

や
調
理
く
ず
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー

に
入
れ
た
ま
ま
水
に
さ
ら
さ
な
い

よ
う
、
ざ
る
や
新
聞
紙
に
広
げ
て

乾
燥
さ
せ
る
❷
三
角
コ
ー
ナ
ー
に

は
水
分
の
多
い
ご
み
だ
け
を
入

れ
、
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
も
う

ひ
と
絞
り
す
る

　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そ
うとする者や、「流出した個人情報を削除して
あげる」と持ちかけてくる者が現れています。
　日本年金機構から、この件について
●電話やメールで連絡することは一切ありませ
ん。流出が確認された方への新しい基礎年金番
号は郵送でお知らせします。
●お金やキャッシュカードを要求することは一
切ありません。
● ATM の操作をお願いすることは一切ありま
せん。
　自分の情報の流出などが心配な方は、専用電
話窓口か多治見年金事務所へ相談ください。
　日本年金機構専用電話窓口志０１２０-８１８２１

１（午前８時半～午後９時、通話料無料）、多
治見年金事務所志０５７２-２２-０２５５（土日・祝日
を除く午前８時半～午後５時１５分）

「年金情報流出」を口実
にした犯罪に注意を

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
４
）

　
消
費
税
率
１０
㌫
引
き
上
げ
に
向

け
た
経
営
力
強
化
を
実
現
す
る
た

め
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
応
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
の
伝

え
方
を
意
識
す
る
こ
と
で
今
ま
で

の
販
促
費
と
変
わ
ら
な
い
経
費
で

圧
倒
的
な
反
応
率
を
上
げ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
経
営

者
や
販
促
担
当
者
の
方
な
ど
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２７
日
㈭
午
後
７
時

～
９
時

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
講
師
　
田
中
み
の
る
さ
ん
（
ラ

イ
ズ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

㈱
代
表
）

□
テ
ー
マ
　「
価
値
を
伝
え
る
重

要
性
」

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
す
る

　
　
　
　
恵
那
商
工
会
議
所
志
２

６
―
１
２
１
１
、
思
２
５
―
６
１

７
３

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

資
金
の
貸
与
者

恵
那
発
明
く
ふ
う
展
に
出

展
す
る
作
品

募
集

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
与

者

転
倒
予
防
の
講
習
会

発
明
協
会
の
会
員

施
設
管
理
公
社
の
職
員

ご
み
は
水
切
り
を
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い

案
内

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
応
援
セ

ミ
ナ
ー

木
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
作
品

申
・
問

問 問 申
・
問

▲工夫が生み出した作品

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

問

申
・
問

問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　

　
県
内
で
は
、
認
知
症
な
ど
が
原

因
で
行
方
不
明
に
な
る
高
齢
者
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期

に
発
見
・
保
護
、
身
元
確
認
が
で

き
る
よ
う
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
地
域
で
見
守
り
、
支
え
合
う

❷
近
所
の
方
に
見
守
り
・
声
掛
け

な
ど
の
協
力
を
し
て
も
ら
う

❸
身
に
付
け
る
物
や
持
ち
物
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て

お
く

◇
着
衣
、靴
、手
帳
、カ
ー
ド
ケ
ー

ス
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
、
杖
な
ど
へ

の
記
名

◇
名
札
の
装
着（
胸
に
付
け
る
と
、

本
人
が
外
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
、
襟
の
裏
な
ど
本
人
に
は

見
え
な
い
所
の
取
り
付
け
が
効
果

的
）

❹
普
段
か
ら
、
本
人
の
服
装
や
持

ち
物
を
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
て

お
く

❺
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
事
前
に

顔
写
真
を
撮
っ
て
お
く

❻
玄
関
や
出
入
口
に
、
鈴
な
ど
音

が
鳴
る
物
を
付
け
て
お
く

❼
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ

ム
）
機
能
付
き
の
携
帯
電
話
な
ど

の
機
材
を
携
行
さ
せ
る

　
　
恵
那
警
察
署
志
２
６
―
０
１

１
０

□
と
き
　
９
月
１６
日
㈬
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ

ア
ー
Ｇ
）
２
階
大
研
修
室

□
対
象
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
や

掲
出
物
件
の
設
置
に
関
す
る
業
務

に
従
事
す
る
方
か
従
事
し
よ
う
と

す
る
方

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
課
程
一

部
免
除
者
は
１
８
０
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト「
屋
外
広
告
の
知
識
」

は
有
料
、
当
日
販
売
あ
り

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
請

書
を
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
へ

郵
送
か
持
参
す
る

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
１
５
４

岐
阜
市
木
ノ
下
町
５
―
２１
―
１
県

広
告
美
術
業
協
同
組
合
志
０
５
８

―
２
４
５
―
４
４
７
２
　

　
　
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

志
０
５
８
―
２
７
２
―
８
６
４
８

　
ダ
ム
湖
を
船
で
巡
る
巡
視
体
験

や
ダ
ム
の
堤
体
の
見
学
、
餅
投
げ

や
魚
の
放
流
体
験
な
ど
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２２
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
阿
木
川
ダ
ム
入
口
広

場　
　
阿
木
川
ダ
ム
管
理
所
志
２
５

―
５
２
９
５

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
生
活
問
題

や
借
金
、
病
気
、
勤
務
問
題
、
家

族
問
題
な
ど
に
よ
る
心
配
事
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

と
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２８
日
㈮
、
９
月
２９

日
㈫
、
平
成
２８
年
３
月
７
日
㈪
午

後
１
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
定
員
　
３
人
／
日
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
各
回
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
臨
済
宗
妙
心
寺
大
禅
寺（
関
市
）

の
住
職
を
講
師
に
迎
え
、「『
い
の

ち
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し

た
講
演
会
と
自
死
遺
族
の
集
い
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２３
日
㈰
　
▽
講
演

会
＝
午
後
１
時
半
～
２
時
半
　
▽

自
死
遺
族
の
集
い
＝
午
後
２
時
半

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館
　
　
　

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
自
死

遺
族
の
集
い
は
家
族
を
自
死
で
亡

く
し
た
方
が
対
象
で
す

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
３
１
―
９
７
２
４

案
内

（敬称略）

骨密度をチェックしませんか問

医療機関名 受付時間 予約申し込み

恵那ファミリークリニック
志２０-１８００

月～水・金曜日 午前９時～正午、午後３時半～７時
月～水・金曜日
午前９時～正午、午後４時～
７時

木曜日 午前９時～正午
土曜日 午前９時～午後１時

恵那メモリアルクリニック
志２５-７５００

月～水・金曜日 午前８時半～正午、午後３時～６時
予約不要

木・土曜日 午前８時半～正午
市立恵那病院
志２０-１６５７

月・水～金曜日 午前１０時～午後３時 月～金曜日
午後２時～４時半

国保上矢作病院
志４７-２２１１

月～金曜日 午前９時～午後４時 予約不要

林外科内科
志２６-５１５５

月～水・金曜日 午前９時～正午、午後３時～６時
予約不要

木・土曜日 午前９時～正午

森川クリニック
志２６-２２２２

月～水・金曜日 午前９時～１１時半、午後４時～５時半
予約不要

木・土曜日 午前９時～１１時半

山田診療所
志５４-２５０５

月曜日 午後１時～５時半
予約不要火・水・金曜日 午前８時～１１時半、午後３時半～５時半

土曜日 午前８時～１１時半
中部クリニック
志２６-３００１

火・木曜日 午前９時～正午 月～木・土曜日
午前９時～午後６時

□とき　８月２４日㈪～９月５日㈯
□対象　市内に住民票がある２０歳以上の方（年
齢は平成２７年４月１日現在）
※妊娠中の方や妊娠の可能性がある方は受けられ
ません

□内容　腕のレントゲン検査
□料金　５００円（２回目からは実費）
□検査実施機関　下記の指定医療機関で実施（予
約が必要な医療機関があります）
　　健康推進課（内線２８６）

骨粗しょう症予防のため骨密度検査を受けませんか

　消費税率の引き上げによる負担を緩和するた
め、住民税が非課税の方に支給される「臨時福祉
給付金」の申請受け付けが始まります。
　給付金を受け取るには申請書の提出が必要で
す。支給対象となる可能性のある方には、９月初
めに申請書を発送します。申請書が届いたら必要
事項を記入し、必要書類を添えて同封の返信用封
筒で返送ください。
申請方法と支給方法

□対象　次の条件を全て満たす方。❶平成２７年
１月１日時点で市内に住民票がある方❷平成２７
年度の市民税が非課税の方、非課税の方の扶養親
族の方（生活保護受給者は除く）
□受付期間　９月３日㈭～１２月４日㈮（郵送の
場合は最終日の消印有効）
□提出方法　申請書に同封する返信用封筒での郵
送が原則ですが、窓口でも受け付けます。
□必要書類　申請書の他、対象となる可能性のあ
る方（申請書に印字のある方）全員分の本人確認
書類（運転免許証や健康保険証など）の写し、振
込先口座の通帳かキャッシュカードの写し
□提出先　▷郵送＝臨時福祉給付金等支給業務推
進本部（市役所会議棟内）　▷窓口＝市役所会議
棟（各振興事務所では受け取りのみ）　

□窓口での受付時間　平日の午前８時半～午後５
時１５分　
□支給方法　原則として、申請書で指定された金
融機関口座へ振り込みます。申請の受け付けから
給付金が振り込まれるまで、1カ月半程度かかる
見込みです。
注意事項

申請書は支給対象となる可能性のある方に発送し
ますので、支給が確定しているわけではありませ
ん。申請書を提出しても、その後の審査で要件を
満たさないことが判明し、不支給となる場合があ
ります。
子育て世帯臨時特例給付金の申請

　６月１日から、児童手当の現況届と一緒に、子
育て世帯臨時特例給付金の申請受け付けも行って
います。公務員は、申請に所属長の証明書が必要
です。申請書がない方は、児童手当の現況届を提
出した職場の所属長に確認ください。
　本年度は、条件に該当すれば、臨時福祉給付金
と子育て世帯臨時特例給付金の両方を受け取るこ
とができます。子育て世帯臨時特例給付金の申請
書提出期限は、９月１日㈫です。
　　臨時福祉給付金等支給業務推進本部（内線
２２８）
問

臨時福祉給付金の申請受け付けが始まります ９月３日～

阿
木
川
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

高
齢
者
の
行
方
不
明
防
止

に
協
力
を

法
律
と
こ
こ
ろ
の
健
康
の

た
め
の
相
談
会

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と

自
死
遺
族
の
集
い

屋
外
広
告
物
の
講
習
会

問

▲船に乗ってダム湖を巡視

問申
・
問

問 申
・
問

問

問
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恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
環
境
の
意
識
を
高
め
、
暮

ら
し
や
す
い
「
ま
ち
」
を
築
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
絵
手
紙
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
身
近
な
風
景
や
生
活
、
行

事
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
手

紙
作
品
を
応
募
く
だ
さ
い
。

□
部
門
　
小
学
生
低
学
年
の

部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、
中

学
生
の
部
、
一
般
の
部
（
幼
児

を
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
官
製
は
が

き
な
ど
は
が
き
大
の
紙
に
❶
郵

便
番
号
❷
住
所
❸
氏
名
❹
連
絡

先
❺
学
生
や
児
童
の
方
は
学
校

名
と
学
年
―
を
明
記
し
、
各
学

校
か
恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

へ
持
参
す
る
か
郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
９
月
４
日
㈮

□
結
果
発
表
　
入
賞
作
品
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
０

３
長
島
町
正
家
１
―
４
―
２
１

恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
志
２

５
―
４
８
１
４

　
人
工
林
の
管
理
方
法
か
ら
間

伐
実
習
ま
で
行
う
実
践
講
座

「
山
し
ご
と
手
習
い
塾
」
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
道
具
や

安
全
具
は
貸
し
出
し
可
で
す
。

□
と
き
　
❶
９
月
５
日
㈯
❷
９

月
１３
日
㈰
❸
９
月
１９
日
㈯
（
毎

回
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

□
と
こ
ろ
　
花
白
温
泉
の
近
隣

（
山
岡
町
）

□
内
容
　
❶
人
工
林
間
伐
の
考

え
方
、
選
木
実
習
❷
牽
引
具
を

用
い
た
間
伐
実
習
❸
間
伐
実
習

と
道
具
の
手
入
れ
、
ま
と
め

□
対
象
　
１８
歳
以
上
で
、
山
の

手
入
れ
に
興
味
が
あ
る
人

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
保
険

代
や
講
師
料
を
含
む
）

□
講
師
　
鈴
木
章
さ
ん
（
島
崎

山
造
り
塾
）、
佐
藤
大
輔
さ
ん

（
夕
立
山
森
林
塾
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷

住
所
❸
電
話
番
号
―
を
明
記
し

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
２５
日
㈫

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
立
山

森
林
塾
志
０
８
０
―
５
１
２
９

―
６
０
１
６
、
思
２
５
―
７
２

３
０

　
ク
リ
を
使
っ
た
簡
単
な
菓
子

や
料
理
の
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
簡
単
に
作
れ

る
ク
リ
菓
子
や
料
理
の
新
し
い

発
想
を
お
持
ち
の
方
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
高
校
生
や
大
学
生
な

ど
３０
歳
程
度
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

□
応
募
方
法
　
❶
使
用
す
る
食

材
の
分
量
と
費
用
、
作
り
方
、

調
理
時
間
❷
創
作
へ
の
思
い
や

工
夫
内
容
（
１
５
０
字
以
内
）

❸
グ
ル
ー
プ
名
❹
代
表
者
氏
名

❺
電
話
番
号
❻
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
❼
グ
ル
ー
プ
全
員
の
氏

名
❽
完
成
図
か
完
成
写
真
―
を

Ａ
４
用
紙
に
縦
書
き
で
２
㌻
以

内
に
ま
と
め
、
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る

□
締
め
切
り
　
９
月
１０
日
㈭

□
選
考
方
法
　
▽
１
次
審
査
＝

書
類
審
査
で
５
組
に
絞
る
　
▽

２
次
審
査
＝
１０
月
３
日
㈯
に
笠

置
山
栗
園
で
開
催
の
感
謝
祭
で

１
０
０
食
以
上
を
出
品
し
来
場

者
な
ど
が
試
食
し
て
審
査
す
る

※
１
次
審
査
通
過
の
５
組
に
は

必
要
な
数
の
ク
リ
と
材
料
費
３

万
円
を
渡
し
ま
す

□
賞
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
２
点
、
佳
作
２
点
、
参
加
賞

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
８
２
３

１
中
野
方
町
６
６
―
１
笠
置
山

栗
生
産
組
合
（
鈴
村
）
志
思
２

３
―
２
３
０
４
、
糸bokuta

ketan712@
yahoo.co.jp

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
９
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２９
日
（
毎
回
火
曜
日
）

午
前
９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４

回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、８
・
１
を
使
い
文
字
入
力
や

マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
方

な
ど
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

【
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み

よ
う
講
座
】

□
と
き
　
９
月
３
日
～
１７
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容
　
年
賀
状
の
時
期
が
来

る
前
に
、
ワ
ー
ド
２
０
０
７
か

２
０
１
０
、２
０
１
３
を
使
い

絵
や
写
真
入
り
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

の
作
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
８
月
８
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
の
方
は
２４
日
㈪
ま
で

に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま
す
。

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い
方

や
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

山
し
ご
と
手
習
い
塾
の

受
講
生
を
募
集

ク
リ
菓
子
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
の
参
加
者
を
募
集

か
ん
き
ょ
う
と
く
ら
し

の
絵
手
紙
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
の
９
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

い
情
報
も
あ
り
ま
す
。
受
講
し
た

こ
と
が
あ
る
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２２
日
㈯
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

　
市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）

で
開
催
中
の「
天
の
川
イ
ベ
ン
ト
」

で
、
８
月
に
行
う
催
し
と
企
画
展

示
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

講
演
会
「
浴
衣
の
着
付
け
と
江
戸

し
ぐ
さ
」

　「
岩
村
ふ
る
さ
と
小
町
」
と
し

て
活
動
す
る
秋
田
桃
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
日
本
髪
の
結
い
方
、

和
服
を
着
た
と
き
の
し
ぐ
さ
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
浴
衣
で
夏
祭
り

に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
午
後
１
時

半
～
３
時
半

※
浴
衣
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い

　
祭
り
や
花
火
大
会
、
そ
の
他
多

数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
で
、
露

店
や
屋
台
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
を
開
設
し
、
コ
ン
ロ
や

発
電
機
な
ど
の
火
気
器
具
を
使
用

す
る
場
合
は
、
迅
速
な
初
期
消
火

作
業
と
被
害
防
止
が
重
要
で
す
。

原
則
、
１
店
に
つ
き
１
本
の
消
火

器
を
準
備
す
る
こ
と
と
、
主
催
者

は
、
事
前
に
近
く
の
消
防
署
へ
届

け
出
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
催
し
と
は
、
一
時

的
に
一
定
の
場
所
に
不
特
定
多
数

の
人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
混
雑

が
生
じ
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合

に
危
険
性
が
高
ま
る
催
し
。
近
親

者
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
子
ど

も
会
の
餅
つ
き
大
会
の
よ
う
に
、

相
互
に
面
識
が
あ
る
者
が
集
ま
る

催
し
な
ど
、
集
ま
る
者
の
範
囲
が

個
人
的
な
つ
な
が
り
に
と
ど
ま
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

　
　
恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０
１

１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３
―
０

１
１
９
、
明
智
消
防
署
志
５
５
―

０
１
１
９
、
上
矢
作
分
署
志
４
７

―
０
１
１
９

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
、
生
ご

み
を
良
質
な
堆
肥
に
す
る
処
理
方

法
を
学
び
ま
す
。

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
ブ
ロ
ッ
ク
処
理

法
や
畑
に
置
く
設
置
型
コ
ン
ポ
ス

ト
の
上
手
な
利
用
法
な
ど
、
新
し

　平成２７年１０月１日を調査期日と
して、「国勢調査」を実施します。
　国勢調査は、日本国内に住む全ての
人と世帯を対象とする国の最も重要な
統計調査です。国内の人口や世帯の実
態を明らかにするため、統計法という
法律に基づいて、５年に１度実施され
ます（統計法では、調査対象者が安心
して調査票に記入いただけるよう、調
査員をはじめとする調査関係者に対し
て、調査票の記入内容を厳重に保護す
ることを定めています）。

　国勢調査の
結果は福祉施
策や生活環境
整備、災害対

策など、日本の未来をつくるために欠
かせないさまざまな施策の計画策定な
どに利用されます。
　また、ことしからパソコンやスマー
トフォンから回答できるオンライン調
査も開始します。
　調査員が９月上旬から市内の全世帯
を訪問します。調査への理解と協力を
お願いします。
　　国勢調査恵那市実施本部（総合政
策課内）（内線４２０）

こ
と
し
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
の
年

　 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
も
開
始
し
ま
す

（
先
着
３
人
ま
で
貸
出
で
き
ま
す
）

連
続
講
座
「
大
井
宿
の
歩
き
方
」

　
市
職
員
が
、
中
山
道
大
井
宿
の

見
所
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２３
日
、
３０
日
（
毎

回
日
曜
日
）
午
後
１
時
半

「
恵
那
高
生
オ
ス
ス
メ
本

　
感
動
、

青
春
、
ス
カ
ッ
と
青
春
‼
」

　
恵
那
高
校
図
書
委
員
の
皆
さ
ん

が
選
ん
だ
お
薦
め
本
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
８
月
２６
日
㈬
ま
で

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
そ
の
他
　
講
演
会
と
連
続
講
座

は
、
電
話
か
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５

―
５
１
２
０

お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
７
月
１５
日
号
４
㌻
に
掲

載
し
た
、「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
試
合

を
お
得
に
観
戦
し
よ
う
」
の
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

□
訂
正
箇
所
　
試
合
会
場
ま
で

の
無
料
バ
ス
の
運
行
は
、
恵
那

総
合
庁
舎
か
ら
で
は
な
く
、
東

濃
西
部
総
合
庁
舎（
多
治
見
市
）

か
ら
で
す
。

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線

３
３
２
）

申
・
問

申
・
問

問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

案
内

露
店
な
ど
の
開
設
に
は
火

災
予
防
が
必
要

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
生
ご
み
堆
肥

化
講
座

「
天
の
川
イ
ベ
ン
ト
」
８
月

の
催
し
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　「認知症の予防には笑いが一番」と大井町まちづくり
協議会福祉部会が、市福祉センターで岐阜大学落語研究
会を招いて落語会を開きました。この日は３人が順に落
語を披露すると、会場は笑いに包まれ、参加した地元の
高齢者らは、充実したひとときを過ごしていました。

　
恒
例
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
が
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
夏
休
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
小
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど

１
７
７
８
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
２７
の

ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
科
学
の
不
思
議
や
工
作

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生
を
中
心
に
延
べ

２
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

科学の不思議や工作の楽しさを体験

布谷 立
りつ

樹
き

くん

落語で笑って認知症予防 6月2８日

　夏休みを前に安全指導をより徹底しようと武並小学校
でシミュレーターを使った自転車教室が開かれ、東濃自
動車学校の３人が指導に訪れました。３年生と４年生の
６０人が参加し、スーパーや学校へ行く想定で映像を見
ながら自転車の安全運転を学びました。

公道の自転車運転を模擬体験 ７月２日

高齢者の見守り協定に調印 ７月１日

　市学校保健会総会が市消防防災センターで開かれ、小
学生２６人と中学生１５人合わせて４１人が歯の優良賞を受
賞しました。総会には大井小学校の越智翼君と馬場美玖
さん、恵那東中学校の加納稔也君と伊藤真咲さんが出席。
倉地正会長から賞状と記念の盾を受け取りました。

歯の優良賞を表彰 ７月２日

　認知症や虐待などの早期発見と孤独死を未然に防ぐた
め、市は金融機関や新聞販売店、電気やガスの事業者な
ど２１の事業所と高齢者の見守りに関する協定を締結し
ました。業務で高齢者宅を訪問した際の声掛けや異変に
気付いたときの市への連絡をしていただきます。

寿哉さん 明日香さん

想
く
ん
、
相
手
よ

り
も
低
い
心
で

通
っ
て
ね
★
感
謝

の
心
忘
れ
ず
に
！！

伊藤 想
そう

くん

慎さん かおりさん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
！
み
ん

な
大
好
き
だ
よ
♡

大井町

岡村 壮
そう

司
し

くん

明智町

祝
１
歳
☆
元
気
に

た
く
ま
し
く
育
っ

て
ね

可知 瑞
みず

樹
き

ちゃん

大井町

慎也さん 真樹さん

祝
１
歳
。
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
に
鍛

え
ら
れ
な
が
ら
大

き
く
な
っ
て
ね
。

佐久間 奏
かな

衣
え

ちゃん
長島町

父 母崇さん 貴美子さん

祝
１
歳
☆
わ
が
家

に
新
し
い
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。
大

好
き
だ
よ
ー
！

遠藤 優
ゆう

真
ま

くん

長島町

慎也さん 真里奈さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
あ
れ
！

広瀬 萌
ほ

乃
の

心
み

ちゃん

大井町

学さん 美由紀さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
育
っ
て
ね
。

父 母
山口 海

かい

人
と

くん
岩村町

修平さん 香穂さん

祝
１
歳
♡
甘
え
ん

坊
の
海
さ
ん
！
す

く
す
く
元
気
に
成

長
し
て
ね
♡

８月生まれ

7月１８日

明智町

父 母祐太さん 美帆子さん

　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　９月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
８月１４日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

父 母
多賀 愛

ま

菜
な

ちゃん

大井町

雅則さん 砂紀子さん

愛
菜
♡
１
歳
お
め

で
と
う
。
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
あ
り
が
と
う

父 母
宮地 風

ふう

花
か

ちゃん
東野

秀宣さん 英里佳さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
ふ
う
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
が
大
好
き
だ

よ
♡

父 母
須田 亜

あ

蓮
れん

くん

長島町

恭造さん 香代子さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
笑
顔
が
最
高
♡

優
し
く
た
く
ま
し

く
育
っ
て
ね
。

父 母
夏目 学

まなぶ

くん
長島町

忠洋さん りえこさん

ま
な
く
ん
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ね

父 母
古川 悟

さと

至
し

くん

大井町

智丈さん 友美さん

い
つ
も
大
切
に
し

て
も
ら
っ
て
い
る

方
々
に
感
謝
し
て

大
き
く
な
ろ
う
ね

父 母
森川 莉

り

子
こ

ちゃん
岩村町

洋行さん 路子さん

元
気
で
健
康
に

育
っ
て
ね
。
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　「
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
り
た
い
」

と
話
す
の
は
、山
岡
町
の
宮
地
祥
敬
さ
ん
。

御
年
７８
歳
で
、
陸
上
の
大
会
に
出
場
し
続

け
て
い
る
パ
ワ
フ
ル
な
男
性
だ
。

　
宮
地
さ
ん
は
、
６
月
に
多
治
見
市
で
行

わ
れ
た
「
第
２０
回
岐
阜
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」
に
出
場
。
６０
㍍
で
１

位
、
走
り
幅
跳
び
で
２
位
、
１
０
０
㍍
で

３
位
に
入
賞
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
１８
歳
以
上
の
男
女
が
登

録
制
で
出
場
す
る
陸
上
大
会
。
年
代
別
に

区
分
が
分
か
れ
て
お
り
、
宮
地
さ
ん
が
出

場
し
た
ク
ラ
ス
は
、
７５
歳
か
ら
７９
歳
ま
で

の
男
性
が
出
場
す
る
「
Ｍエ

ム

７５
」。
こ
の
年

代
に
な
る
と
1
歳
の
年
齢
差
は
若
い
頃
の

１０
歳
差
に
も
値
す
る
と
感
じ
る
そ
う
で
、

ク
ラ
ス
の
中
で
高
齢
に
な
る
ほ
ど
不
利
だ

と
言
う
が
、
そ
れ
で
も
出
場
種
目
全
て
で

入
賞
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
宮
地
さ
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の
は
４０
代

の
頃
。
町
役
場
の
職
員
と
し
て
体
育
大
会

へ
選
手
を
引
率
す
る
係
を
担
っ
て
い
た

が
、
あ
る
時
、
欠
場
選
手
の
代
わ
り
に
大

会
へ
出
場
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
優
勝
し

て
し
ま
っ
た
。
周
り
か
ら
「
引
率
係
だ
け

で
な
く
選
手
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
と

勧
め
ら
れ
、
そ
れ
以
来
３０
年
以
上
出
場
を

続
け
て
い
る
。

　
寺
の
住
職
で
も
あ
っ
た
宮
地
さ
ん
。
毎

朝
２０
膳
の
お
供
え
物
を
用
意
し
仏
様
に
お

参
り
す
る
「
朝
の
お
つ
と
め
」
で
体
を
動

か
す
こ
と
が
、
良
い
体
力
づ
く
り
に
な
っ

て
い
る
。「
嫌
々
運
動
し
て
も
続
か
な
い
。

日
課
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
と

楽
し
く
続
け
ら
れ
る
」
と
話
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
を
重
ね
て
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

れ
で
も
「
年
を
取
る
こ
と
を
前
向
き
に
受

け
入
れ
、
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
毎
日

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
」
と
明
る
く
笑
う

そ
の
顔
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
み
な
ぎ
っ

て
い
る
。
１０
月
に
出
場
予
定
の
全
国
大
会

で
も
「
狙
う
は
入
賞
」
と
意
欲
た
っ
ぷ
り
。

　
座
右
の
銘
で
あ
る
「
日ひ

び々

是こ
れ

好こ
う

日じ
つ

」
の

言
葉
通
り
、
一
日
一
日
を
良
い
日
に
す
べ

く
前
向
き
に
過
ご
す
宮
地
さ
ん
は
、
心
も

体
も
健
康
で
長
生
き
し
て
い
る
「
健け

ん

幸こ
う

」

な
男
性
だ
。

▲短距離走でパワフルなスタートを切る
宮地さん（左から２人目）

年を重ねる楽しさ実感
岐阜マスターズの陸上大会で１位に輝く

宮
み や

地
ち

 祥
よ し

敬
ゆ き

 さん　78 歳

山岡町久保原

恵那で輝いている旬な人を紹介します

□プロフィル

昭和１１年生まれ。寺の住職を務める傍ら、
山岡町役場の職員としても３５年間従事。現
在は住職を退き「東

とう

堂
どう

」となっている。

2015.8.1 広報えな

１３０

産学共同で商品開発

　市障がい福祉サービス事業所「明智ひとつばたご」で
は、名古屋市にある大同大学情報学部情報デザイン学科
の横井健二教授のゼミと連携して、商品開発などを共同
で取り組んでいます。この日は、はがきに絵の具を落と
してストローで吹き広げる模様付けをしました。

大正村に新たな花の名所

　日本大正村ロマン館前にあるバラ園内で、大正村花
はな

蓮
はす

園がオープンしました。静岡県のハスコレクター冨
永整

ただし

さんが、前村長の司葉子さんの依頼に応じて花蓮
１２０品種１２０株を寄贈し、実現しました。赤や白、黄
色などのハスが咲き、８月末まで楽しめる予定です。

飲酒運転の根絶を誓う

　市消防防災センターで交通安全市民大会が開かれまし
た。恵那地区交通安全協会や自治連合会、市壮健クラブ
連合会など各団体の関係者ら約９０人が参加。「飲酒運転
根絶宣言」「高齢者交通安全推進宣言」「交通安全の誓い」
を参加者全員で唱和し、交通安全の推進を誓いました。

図書館の古本市に人だかり

　市中央図書館で天の川イベントが始まり、恒例の「古
本リサイクル市」が開かれました。市民から提供された
３，０００冊と図書館で廃棄する月刊誌など１，８００冊、合
わせて４，８００冊が用意され、２００人を超える方が列を
作り、目当ての本を求めました。

山岡園児がウナギを放流

　山岡振興事務所近くの小里川で土岐川漁業協同組合山
岡支部が、山岡こども園の園児らとウナギの放流をしま
した。体長３０㌢ほどのウナギ３㌕をバケツに小分けし、
園児の手で次々と川へ放ちました。園児らは初めて見る
生きたウナギに興味津々の様子でした。

大井と長島が合同パトロール

　小中学校の夏休みを前に、青少年の見守りと自主防犯
意識を高めるため、大井町地域防犯パトロール隊と長島
町まちづくり委員会が合同で一斉パトロールを行いまし
た。参加者は蛍光色の帽子とベストに身を包み、グルー
プに分かれて、パトロールに出発していきました。

7月３日7月１１日

7月1１日7月1４日

7月１８日 7月1８日



　
本
市
名
誉
市
民
の
伊
藤
喜
美
さ
ん
が
７
月
７
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
９３
歳
で
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
株
式
会
社
主
婦

の
店
を
創
設
し
、
時
代
を
見
据
え
た
経
営
手
腕
で
株
式
会
社
バ
ロ
ー
へ
と
成
長
さ
せ
、
中
部
地
方
を
代
表
す
る
企
業
グ

ル
ー
プ
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
地
元
へ
の
愛
情
は
深
く
、
市
消
防
団
団
長
や
恵
那
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど

地
元
団
体
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
の
傍
ら
、
青
少
年
の
育
成
と
国
際
交
流
に
も
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
市
国
際
交
流
協
会
設

立
と
同
時
に
会
長
に
就
任
す
る
と
、
平
成
６
年
か
ら
青
少
年
の
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
、
毎
年
の
よ
う
に
中
学
生
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
私
財
を
投
じ
て
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学

会
を
通
じ
て
、
平
成
１９
年
に
本
市
へ
中
央
図
書
館
と
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
数
多
く
の
功
績
は
、
私
た
ち
恵
那
市
民
の
末
永
い
財
産
で
あ
り
、
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は

故
人
の
功
績
を
た
た
え
、
追
悼
す
る
た
め
「
名
誉
市
民
を
偲
ぶ
会
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

略
歴

　

昭
和
１９
年
９
月　

法
政
大
学
法
学
部
政
経
学
科
卒
業

　

昭
和
４１
年
６
月　

恵
那
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
会
長

　

昭
和
４７
年
４
月　

恵
那
市
消
防
団
団
長

　

平
成
４
年
１
月　

恵
那
市
国
際
交
流
協
会
会
長

　

平
成
７
年
４
月　

恵
那
商
工
会
議
所
会
頭

　

平
成
１２
年
１
月　

財
団
法
人
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会
理
事
長

　

平
成
１６
年
１１
月　

恵
那
商
工
会
議
所
名
誉
会
頭

　

平
成
１７
年
４
月　

社
団
法
人
岐
阜
県
経
済
同
友
会
相
談
役

　

平
成
１９
年
５
月　

社
団
法
人
中
部
経
済
連
合
会
常
任
理
事

表
彰
歴

　

昭
和
５１
年
３
月　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
受
賞
（
消
防
活
動
功
績
）

　

昭
和
５４
年
８
月　

紺
綬
褒
章
受
章
（
教
育
施
設
資
金
寄
付
功
績
）

　

昭
和
５５
年
１０
月　

労
働
大
臣
表
彰
受
賞
（
勤
労
統
計
調
査
事
業
功
労
）

　

昭
和
６１
年
１１
月　

藍
綬
褒
章
受
章
（
産
業
振
興
功
績
）

　

昭
和
６３
年
１０
月　

通
産
大
臣
表
彰
受
賞
（
商
業
統
計
調
査
功
労
）

　

平
成
６
年
１１
月　

国
税
庁
長
官
表
彰
受
賞
（
申
告
納
税
功
績
）

　

平
成
８
年
１１
月　

大
蔵
大
臣
表
彰
受
賞
（
納
税
功
労
）

　

平
成
１１
年
９
月　

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
受
賞
（
特
別
功
労
）

　

平
成
１９
年
１２
月　

恵
那
市
名
誉
市
民

　

平
成
２６
年
４
月　

旭
日
中
綬
章
（
産
業
振
興
功
労
）

名誉市民を偲
しの

ぶ会
　市では、故人の功績をたたえ、追悼するた
め、「名誉市民を偲ぶ会」を執り行います。
市長を会長とし、市、市議会、商工会議所な
どから成る実行委員会が主催。名誉市民条例
に基づき、宗派に関係なく行います。在りし
日をしのぶ映像を上映し、参列者全員による
献花などでご冥福を祈ります。
□とき　８月２３日㈰午前１０時（受け付け午
前9時～）
□ところ　恵那文化センター
□参列　どなたも参列していただけます。当
日直接会場へお越しください
□問い合わせ　総務課秘書係志２６-２１１１（内
線３１０）

中央図書館で追悼展
　名誉市民伊藤喜美さんのこれまでの功績な
どを展示しています。
□期間　８月２３日㈰まで（月曜休館）
□ところ　市中央図書館１階
□内容　図書館オープン時の資料、名誉市民
推挙時の資料、旭日中綬章受章時の資料、故
人の関連書籍など
□問い合わせ　市中央図書館志２５-５１２０

メッセージを募集
　名誉市民へ感謝を伝えるメッセージを募集
します。メッセージは、追悼展を開催中の中
央図書館で受け付けています。名誉市民への
感謝の言葉をお寄せください。皆さんから寄
せられたメッセージは、８月２３日㈰に行われ
る「名誉市民を偲ぶ会」会場に掲示します。
□問い合わせ　市中央図書館志２５-５１２０

海
外
派
遣
の
中
学
生
に
訓
示
＝

平
成
７
年
７
月
２８
日

図
書
館
寄
贈
の
目
録
を
市
長
へ

手
渡
す
＝
平
成
１９
年
７
月
１
日

図
書
館
開
館
５
周
年
で
あ
い
さ
つ

＝
平
成
２４
年
７
月
１４
日

名誉市民推挙式＝平成２０年３月２０日

市中央図書館の開館を祝う＝平成１９年７月７日
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ひと口メモ

恵那写真館
私の大好きな 1枚

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 いわむら城址薪能 いわむらじょうしたきぎのう（岩村城藩主邸跡　恵那市岩村町９８番地）】

　いわむら城址薪能は、昭和６０年の岩村城創築八百年祭を
起源に始まった岩村町の夏の風物詩。岩村城藩主邸跡でかが
り火をたき、その自然景観を生かした特設舞台で開催される
野外能である。かがり火と月の光の薄明かりの中で上演され
る能は、何ともいえない趣があり、日本の伝統芸能の醍

だい

醐
ご

味
み

を存分に味わうことができる。かつて尾張勢と甲斐勢が壮絶

特設舞台で幻想的な能が演じられる

な戦いを繰り広げる中、岩村城にいた織田信長が、武田勝頼
が死亡したとの知らせに自ら能を舞って戦勝を祝ったとされ
る。その言い伝えを基に、武将たちの供養と文化の伝承につ
ながればと企画され、今年で３１回目の開催を迎える。毎年、
宝生流の家元ら人間国宝クラスを招き、本格的な能舞台を味
わえると多くのファンを集めている。

第３１回いわむら城址薪能は、平成２７年８月２２日㈯に開催。岩村が舞台の女城主と信長
の物語「覇王」を上演。チケットは、町並みふれあいの舘、岩村コミュニティセンター、
チケットぴあ他で好評発売中。大人３,０００円（前売）３,５００円（当日）、中高生１,０００円。

「ぎふの棚田２１選」に選定された
栃久保の棚田。田植えが終わっ
た後は、お茶畑やユズの木、サ
サユリも見ることができ、上か
らの眺めが素晴らしいです。

栃久保の棚田

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

笠置町　遠藤忠夫さん

次号は

８月１５日号

発行日は

８月１４日㈮です

広報えな No.２４８
２０１５年（平成２７年）

７月３１日発行

『広報えな』８月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１３．２円（税込み）です。

撮影地：笠置町河合栃久保
　

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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